
 外部講師(県職員)が作成したマニュ
アルにより、白樺美林の調査を実施。
(1) 立木・倒木の位置測定（ハン
ディGPS）
(2)樹木の直径計測（アプリ「Forest
Scanner」）
(3)樹高計測（バーテックス5）

 実習で得られたデータから、標準地
内でのシラカバ立木の割合・材積を
算出。グーグルアースやQGISに立木
の位置を表示させ、シラカバが減少
している現状を確認。

第3回 白樺美林の調査・評価実習

課
題

 スマート林業を把握できていない
 スマート林業機器が高価で導入できず、既存の機器についても老朽化が進んでいる

実施プログラム 先進的な事業現場視察により林業への興味関心や知識を高める
スマート林業機器で地域の観光資源である白樺美林を調査・評価する

＜協力体制＞

岩手県立久慈東高等学校スマート林業教育プログラム

作
成
方
針

 先進的なスマート林業機器を導入している事業現場
視察をすることで、生徒が地域林業の魅力を確認し、
林業への興味関心や知識を高めることで、地域の林
業従事者の育成に繋げる

 DXハイスクール事業で整備した樹高計測器(バー
テックス5)の活用方法を学び、県のスマート林業
技術も使用して平庭高原の白樺林で樹木調査と評価
を行う

 造林の作業現場で自走式伐根粉砕機、
リモコン式刈払機の説明と作業を見
学。造林作業を安全に効率的に行い、
作業負担の軽減につながっているこ
とを学ぶ。

第1回 先進的スマート林業現場視察
研修

リモコン式刈払機

岩手県立
久慈東
高等学校

技術支援
有限会社

丸大県北農林
（久慈地方
「木の仕事」
協議会）

岩手県
・

県北広域
振興局

相談
ICT機器
について

技術提供
ICT機器

相談
授業の進め方
について

 外部講師(森林総合研究所研究員)か
ら、日本の林業、岩手の林業、森林
病虫獣害などについて講義。

 バーテックスを使用した樹木測定の
原理、使い方の説明を受けた後、デ
モンストレーションを実施。

第2回 日本の林業と森林の測り方
（講義）

調整・サポート

：新たな協力の取組

バーテックスのデモンストレーション
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